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能な循環型社会の構築に貢献 します｡(2)太陽エネルギー変換 ･利用 ;宇宙で無尽蔵に得られる太陽
エネルギーを電波で地上へ持ち帰る宇宙太陽発電所の研究と木質系バイオマスのエネルギー ･化学資
源変換の研究を中心に､太陽エネルギー変換 ･利用手法について多角的､戦略的に研究を進め､炭酸
ガスを出さない太陽エネルギー依存型循環社会の基礎構築に貢献 します｡(3)宇宙環境 ･利用 ;宇宙
環境の探査 ･利用技術の開発､宇宙からの地球 ･電離圏観測､それ らに関連する計算機実験と共に､
宇宙環境下での木質素材の利用技術の新開発を行い､人類の生存圏の拡大に貢献 します｡(4)循環型





容は大別 して (1)総説記事､(2)共同利用報告､(3)研究資料､および (4)研究業績紹介とな
ります｡
今後､研究所の顔 として本誌が長 らく愛読され､学会並びに社会に利用されることを望んで巻頭言
と致します｡
平成 18年春
生存圏研究所初代所長 (現､京都大学理事 ･副学長)
松本 紘
- 1 -
